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連結業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、2019 年１月 25 日開催の取締役会において、2018 年８月 14 日に公表した 2018 年 12 月期通期連結

業績予想を、下記のとおり修正することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

記

１． 2018年 12月期通期連結業績予想数値の修正（2018年１月１日～2018年 12月 31日） 

連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

9,400 

百万円 

1,000 

百万円 

1,000 

百万円 

750 

円 

68.59 

今回修正予想（Ｂ） 10,700 1,220 1,060 540 49.31 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,300 220 60 △210 ― 

増 減 率（ ％ ） 13.8% 22.0% 6.0% △28.0% ― 

（注記）2017年 12月期は連結決算を行っていないため、前期実績は記載しておりません。 

２． 修正の理由 

連結売上高につきましては、主業のポイントメディアにかかる売上高が堅調に推移する一方、コンテンツ

メディアについても、これまでの投資効果により売上高が急速に拡大しております。加えて、連結子会社の

株式会社ゆめみにおける営業政策の奏功により連結売上高が大きく押し上げられております。 

連結営業利益につきましても、増収効果とポイントメディアにおける費用圧縮により、コンテンツメディ

アにおける広告宣伝費の増加をこなし、前回発表予想を上回る見込みとなっております。一方、仮想通貨の

マイニング（採掘）事業を行う目的で保有している複数の仮想通貨の価格下落に伴い、約 166 百万円の評価

損を計上することといたしました。加えて、ポイントサイトの統合によって発生したのれんの減損額 74 百万

円等により、合計で 260百万円の特別損失を計上することとなりました。 

以上の結果、2018 年 12 月期通期連結の売上高、営業利益、経常利益において、前回発表予想を上回るこ

とを見込む一方で、親会社株主に帰属する当期純利益においては予想を下回る見込みとなりました。 

※上記の業績予想については、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は、今

後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


